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られず、PVI では、S.epidermidis と Corynebacterium において、消毒後に有意に菌量の減少が見られ
た。また消毒後、S.epidermidis は、PVI が水道水と BAC に比べて有意に少なく、Corynebacterium
は、PVI が水道水に比べて有意に少なかった。以上より、水道水清拭では除菌効果は見られず、消毒薬
である BAC も効果がないこと、また PVI は常在菌叢を破壊する可能性が示唆された。 






















































の外側を縦方向に 2 回（2 秒間/回）擦過してもら
った。（3）採取綿棒を 1ml 生理食塩水を用いて抽










図 1 PVIによる消毒前後の菌量の変化 
図 2 消毒前後の S.epidermidisの変化 
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